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ピクニック・ラボ in しょうぶ沼公園
を開催しました！

▲ 親子で楽しめるワークショップ

▲ シートの貸出により芝生でくつろぐ ▲ 日替わりメニューで多彩なグルメ

１４

■お問合せ先【協議会事務局】
足立区 都市建設部 まちづくり課 東部地区係 南館4階

電話：03-3880-5441（直通） FAX：03-3880-5605 📧：machi@city.adachi.tokyo.jp

北綾瀬駅周辺地区におけるまちづくりの検討、取組み状況は、「まちづくりニュース」のほか、
足立区公式ホームページでもお知らせしてまいります。是非ご覧ください。

公園利用者を対象にアンケート調査

出店事業者を対象にアンケート調査

人流計測

■満足度

⚫ 本イベントに対して、約４割の回答者が「満足」、2割が「やや満足」との回答がありま

した(全回答数=23人)。

■公園のニーズ・課題

⚫ イベントに追加してほしい内容として、「遊具の設置や貸出」「ミニ縁日」などの意見

が多く寄せられました。

⚫ 公園の居心地が良くなるには、「キッチンカー等の出店がある」の回答が最も多く、約

３割を占めました(※複数選択可、全回答数=44)。

⚫ 「定期的なイベント開催」「レジャーシートの貸し出し」などの要望がありました。

■しょうぶ沼公園で商売をする魅力

⚫ 出店者からの評価は、商売の場としてのポテンシャルが高い（5段階評価で4.1点）。

⚫ 最大の魅力として「駅への近さ」「人通りの多さ」が挙げられました。

■今後の出店意向

⚫ 約７割の回答者が常設の出店スペースの利用意向があると回答しました（全回答数＝10)。

⚫ イベント開催日以外でも、平日のランチタイムや帰宅の時間帯に出店のポテンシャルを感

じています。

⚫ 約７割の飲食事業者が出店時の負担として「手続き」と回答しました（全回答数＝10)。

■イベント開催の人流効果

⚫ 短時間（20分以下）の滞在者数は、イベント開催時（86人）はイベントを開催していない

時（54人）に比べて約59％増加しました。

※ イベント開催日の土曜日と、イベントを開催していない日の土曜日を比較

今回のイベント「ピクニック・ラボ in しょうぶ沼公園」の効果を検証し、公園のニーズ
や課題を把握するため、以下の調査を行いました。

たくさんのご来場・ご参加、ありがとうございました！

▲ 多くの方でにぎわった

北綾瀬駅周辺地区まちづくり 検索



しょうぶ沼公園の活用検討について まちづくりの進捗とこれからの取組み

Ⅰ 交通環境

Ⅱ 商業環境

Ⅲ みどり環境

Ⅳ 住環境

■「ピクニック・ラボ inしょうぶ沼公園」開催のねらい

しょうぶ沼公園の可能性や課題、そして地域のみなさんが望む公園の使い方や

ニーズを知るため、試験的な取組みとして開催しました(公園のニーズや課題につい

ては４ページ目のアンケート調査参照)。

公園に小さな変化を加えながら、新しい“日常的な公園の使い方”を試していくも

ので、今回のイベントは今後の公園利用の仕組みづくりに向けた最初の一歩です。

【イベント内容】
① キッチンカー（平日２台、土日３台）
② 物販（土日のみ）
③ テーブルやイスを設置し、くつろぎスペースの創出（開催期間）
④ 商店会の歳末抽選会（土日のみ）同時開催

足立成和信用金庫や、地域で活動する事業者のみなさんの支援や参画
をいただき、イベントを開催することができました。

駅前交通広場の整備により安全で便利な駅周辺の

交通環境を確保

⚫ 令和７年６月に北綾瀬駅前交通広場が完成し

ました。

⚫ バス路線も北綾瀬駅まで延伸しました。

にぎわいを創出する施設の誘導や商店街の活性化

⚫ 令和７年６月に「ららテラス北綾瀬」がオープンしました。

⇒商店街のさらなる活性化が求められます。

しょうぶ沼公園を活用した地域交流拠点とみどりのネットワーク形成

⚫ しょうぶ沼公園では、毎年お祭りや盆踊りなどイベントを開催しています。

⇒しょうぶ沼公園の日常利用の活性、その他緑地との連続性確保が必要です。

安全安心に暮らせる良好な住宅地の形成

⚫ 青色防犯パトロールや地域防犯ボランティアなどの防犯に関する取組みを行っています。

交通広場とららテラス北綾瀬
（令和７年６月完成）

住み続けたくなる

安全安心で 緑とにぎわいあふれる

始発駅のまち

■取組みの４つの柱と現況

■地区の将来像

令和３年７月策定の『北綾瀬駅周辺地区 地区まち
づくり計画』の取組み状況を整理しました。

しょうぶ沼公園の活用によるまちのにぎわいづくりと地域交流の促進

■今後の検討

来年度もしょうぶ沼公園の活用に向けた公園利用の仕組みづくりを進めるため、試験的な

取組みと公園貸出ルールの検討を継続し、にぎわいあふれるまちとなるよう進めていきます。

３２

（短期的）
キッチンカー出店な
ど公園の貸出しルー
ルの見直し

しょうぶ沼公園の魅
力、強みを活かす

（中長期的）
商店会や東京メトロ
など民間事業者と区
との連携

■しょうぶ沼公園の位置付け

しょうぶ沼公園は、地区まちづくり計画の中で以下の2点のように、地区の「みど

り環境」の実現に繋がる重要な拠点として位置付けられています。

① 人々がふれあえる「地域交流拠点」としてしょうぶ沼公園を活用

② しょうぶ沼公園を起点とした水とみどりの資源を活かしたネットワーク形成

【短期・中長期的な取り組み】

今後の取組みの方向性

まちづくり
の第１段階

まちづくり
の第２段階
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